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ハ リス株式会社大阪工場見学記

短食二の二 吉 田 安 也 子

 最近多数の種類が出まわ り親 しまれているチユーイ

ンガ ム工場の うち,国 内で最初に作 られたハ リスチユ

ーインガムの工場を見学した。私はこの工場を見学す

るのは3度 目であるが,今 度は単なる見学だけでな く

見学記を書かねばならず,手 帳片手に緊張 した面持で

工場内に入つ た。建物は木造ではあるが新 しくペンキ

がぬられ薄 もも色の美 しい色をして前に比べ,ず つ と

明る くなつた様に感 じた。

  チユーインガムの歴史

  チユーインガムとい うのは1869年(明 治2年)に

 トーマス ・アダムスが噛む ことに興味を持つて考え

 は じめ,サ ボデイラからとれ るゴム質を利用して作

 り,ジ ヨン ・コールガンによつて味がつけられ,香

 料が加えられた。後多 くの人の研究に よりいろいろ

 風味のあるものが出来,1892年(明 治25年)ウ イリ

 ヤム ・リグレーに より全世界にひろめられた といわ

 れている。大正年間に日本に も リグレーガムが輸入

 されたが普及 されなかつた。

 それが終戦後,外 国が作つている様 な天然自然の原

料(サ ボデイラ樹)を 用いえ天然チクルに対抗 して合

成樹脂を利用して合成チクルを作るのに成功した。そ

れがハ リスなのである。ハ リスは国産品を用いて,13

年間 ガムを作 りつづけて来たのである。

 この合成チクル とい うのは,ビ ニール(酷 酸ビニー

ル)を 用いて作つてある,つ ま り化学の力で出来るガ

ムである。天然チクルで作ったガムは,い くら精製し

ても植物のあ くがのこり純白にならない,し か し合成

チクルで作つたガムは,純 白であ り,ど の様な着色(

グ リーン ・オレンジ等)も 美 しく仕上 り,何 んといつ

ても純白は清潔を示 している。純白のガムが出来る と

い う事がハ リスの自慢の一つである。

 物がおい しいと感 じるものの99%が 香 りだ とされて

いる・チユーインガ ムの中には普通のものの約7倍 で

ある35.6種 の香料が入つている。香料は香や味をよく

するだけでな く殺菌力が強い,だ からガムをかんでお

れば口腔が さわやかになるだけでな く,口 腔の殺菌の

作用もするのである。
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  重合工場:普 通の重合方法であれば線状の分子構

 造 とな り,こ れは香料 とか味の成分をだき込む事は

 出来ない,叉 噛んだ ときの歯 ごたえもない。だから

 グラフ ト重合(GP)と いつてところ どころ分枝をも

 うけ,綱 目構造を持つた分子構造に している。

  モノ酷酸ビニール(モ ノマー)と いわれているも

 のに触媒を添加して,重 合す る事に よりガムの基不

 体であるポ リ酷酸ビニール(ポ リマー)を 作ってい

 る。モノマーは透 明であ り液体であるが,ポ リマー

 になると不透明であ りだいぶ固まつている。 このポ

 リマーを精製機に入れ,ア ル コール等を取 り精製 さ

 れる。 これがチクル といわれる無味無臭のものであ

 る。

  このチクルに軟化剤ヂブチルフタレー トを加えや

 わらか くされる。

  混合工場(配 合工場):ポ リ酷酸ビニール+水 アメ

 ・ブ ドー糖 ・粉糖 ・ビタ ミン ・Ca,香 料を加熱 し

 なが ら加え35分 間まぜ られ る。

 こうしてチューインガ ムが 出来る。出来たものは一

塊ずつ手押車にのせ られ,板 ガムは成形工場へ,糖 衣

ガムの分は糖衣工場へは こばれ る。 こ の0台 の 車に

180kgの ガ ムがの り,1枚 の ガムの重さは3.1gで ある

から一台で6万 枚のガムが 出来 る事になる。む き出し

でガムの塊を車につまれていたので,何 かしら気にか

かつたし又大きな塊 りであつたためガムとい う感 じか

らはなれ ていた。

  糖衣工場:こ こに於てはガムの高級品といわれる

 糖衣 ガムが生れるのである。粒に されたガムが下が

 け,中 がけ,上 がけの3回 丸型の タンク様のものに

 入れられ糖衣がなされ る。出来たものは更につや出
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 しが行われる。全部かけ終るのに8時 間を要し,は

 じめて我々の噛むあの美しいつるつ るの糖衣ガムに

 なるのである。一つのかまの中には7万 粒糖衣する

 事が 出来,一 様につ く様にたえず ぐる ぐると動いて

 いる,糖 衣は薬の糖衣をするの と同じ原理である。

 一番最初の糖衣をす るときガム同志 くつつかないだ

 ろ うか?

  板ガム成型工場:こ こでは混合の終った ガムは ロ

 ーラーによ り一・定の均一な厚さにされ,更 にたて横

 に切 り目が入れ られ る,両 端の くずは除かれ正常な

 ものだけが,ま るで帯の様にmラ ・一によつては こ

 ばれてい く。 これには金属発見機が とりつけられて

 お り,少 しで も金けのものが入つておれば印がつ く

 様になつている。

  板ガム包装工場(内 装 ・外装):切 られたガムは内

 装工場にはこばれ,一 枚ずつ銀紙につつまれる,こ

 の工場は広い部屋で機槻と機械の間をベル トにのつ

 て,切 られたガムがかたまつて流れてくる。 これを

 かさねて機械に入れ る事によ り銀紙で内装されるこ

 の機械は一分間に7枚 の早さでつつむ事が 出来る。

 この室の特長は品質がかわ らない様に,一 年中室温

 が25度 に保たれてお り,殺 菌灯 もつけてある。つま

 り常に衛生的に保たれ ている事である。反対にいや

 な感 じが したのは機械の騒音である,こ の様な室に

 一 日いたら耳が変にな りそ うである。

  内装 された ものは二階の内装室から再びベル トに

 のつて階下の外装室に送られ る。ここで4枚 とか6

 枚に外装されるわけである。ここで も室温には注意

 がはらわれ てお り機械が着々と動いている。0番 上

 の外装であるセロハン色装はの りでな く,コ テでつ

 けられる。一枚はる早 さは1/50秒 である。

 以上の様に して出来上つたチューインガムは数 ごと

にパツキングケース等につめられ各地に送られるので

ある。

 以上の製造工程を図示すれば
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 さすが口に入れるものの製造であるだけに仕事をし

ている人たちは,み んなさつば りした服装である。白

い帽子 ・白い服。 よくてつていしてみんな清潔なのを

きておられた。それに人の動きが少いせいか作業場に

はっきもののほこりとい う物が意識されなかつた。こ

の工場では,ほ とん どといって よい位機械が仕事を し

ている,人 間はその監督である様である ・オ・一 トメー

ションはあ りがたいものである,人 間の何倍 もの仕事

を機械は何分の1時 間でな しとげ るのである。 こうし

てざつ と見学すれば他の物に比べ案外簡単に出来る様

に思われた。
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 最初のお話の ときの我々の欠点を,幼 稚園の園児を

例にとつてされたのはまつた く身に こたえるところが

あつた。ガムをかんだあ とは,つ いそ こらえ捨てて し

まいがちである。これから注意せねばならない事であ

る。又 ガムを噛む事は歯を丈夫にするだけでなくだ液

の分泌を よくし体の為に もよい…… とガムの宣伝をか

ねた利点もチ ヨツピ リとい う風なユーモアに富んだ も

食物学会誌 ・第9号

のであつた。

 ガムの試食検査はは じめてだけに慎重に噛んだ。た

べ物に好き嫌いがある様に,二 つのガムの好きなとこ

ろ も10人10色 であろ う。

 ともあれハ リス工場見学は,工 場設備や衛生上欠点

もあろ うが,ま ずまずであつた。安心 してガムが噛め

る訳である。


